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研究成果の概要（和文）：【虚血性心疾患】虚血性心疾患に対するネットワークメタアナリシスを行い、英文誌
に掲載した。透析患者に対する薬剤溶出性バルーン（DCB）の臨床効果につき後ろ向き研究を行い、英文誌に掲
載した。さらに、安定狭心症および急性冠症候群に対するPCIの費用対効果評価を行い、英文誌に掲載した。
【肺血栓塞栓症】慢性肺血栓塞栓症患者に対するバルーン拡張術（BPA）の費用対効果分析を行うために、BPA前
後のQOLを評価し、英文誌に掲載した。また、慢性肺血栓塞栓症患者に対するBPAの治療効果を外科手術（血栓内
膜摘除術）と比較し、英文誌に掲載した。BPAの費用対効果評価を行うために重要なデータを整備した。

研究成果の概要（英文）：[Ischemic heart disease] A network meta-analysis for ischemic heart disease 
was conducted and published in an English journal. A retrospective study was conducted on the 
clinical effects of drug-eluting balloons (DCB) on dialysis patients and published in an English 
journal. In addition, we evaluated the cost-effectiveness of PCI for stable angina and acute 
coronary syndrome and published it in an English journal.
[Pulmonary thromboembolism] In order to perform a cost-effectiveness analysis of balloon pulmonary 
angioplasty (BPA) for patients with chronic pulmonary thromboembolism, the QOL before and after BPA 
was evaluated and published in an English journal. In addition, the therapeutic effect of BPA on 
patients with chronic pulmonary thromboembolism was compared with surgery (endarterectomy) and 
published in an English journal. We have prepared important data for the cost-effectiveness 
evaluation of BPA.

研究分野： 医療経済分析

キーワード： 費用対効果　循環器　PCI　BPA　虚血性心疾患　慢性肺血栓塞栓症

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
虚血性心疾患に対するカテーテル治療は循環器領域で広く実施されている手技であり、その費用対効果評価を行
ったことは、日本の臨床現場に費用対効果の考えを広めるうえで重要であった。本研究の内容は、心血管インタ
ーベンション学会総会のシンポジウムでも発表を行い、循環器学会員に対して広く啓蒙活動を行った。慢性肺血
栓塞栓症患者に対するバルーン拡張術（BPA）の治療効果をEQ5Dに評価した報告はこれまでなく、外科手術と比
較したBPAの治療効果もこれまで報告されていない。BPAの費用対効果評価を行うために重要なデータを整備し
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本邦では高齢者が増加するとともに、医療技術が急速に進歩することで医療費が増大し、2015

年度の国民医療費は 42 兆 3000 億円にまで達した。疾患別の医療費は、循環器系の疾患が 5 兆
9800 億円と最も多くなっており、循環器領域の医療費が最も問題である。新規のデバイスや薬
剤は、患者に恩恵をもたらすというメリットと同時に医療費の高騰というデメリットがある。医
療費を効率的に使用する方法として医療経済分析があり、イギリスなどの諸外国ですでに導入
されている。日本でも 2019 年度から医療経済分析を保険医療制度に本格導入を予定していた。
医療経済分析の結果を各種診療ガイドラインにも記載することが推奨されており、医療経済分
析の重要性が高まっていた。しかし、日本では医療と経済の両方を理解する人材が不足している
ため、個々の医薬品・デバイスの医療経済分析は十分に行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究は循環器領域の高額な新規デバイスや医薬品の医療経済分析を行うとともに、循環器

疾患の医療経済分析に必要な基盤データの整備を行う。本研究によって、医療経済分析が日本の
保険医療制度にスムーズに導入されることが可能となると同時に、診療ガイドラインを通じて
広く国民の診療に貢献することが期待される。 
 
３．研究の方法 
実地臨床の意見をもとにデバイスについてマルコフモデルを作成する。モデルに使用する医

療費、QOL、臨床効果指標は既存の論文から収集する。既存の論文でデータが無い場合には、ナ
ショナルデータベース（NDB）を利用して、医療費やイベント発症率のデータを作成する。イベ
ント発症率については、ネットワークメタアナリシスなどの統計手法を用いて、できる限り客観
的にデータ収集を行う。集めたデータは解析ソフト（TreeAge）を用いて解析する。様々な仮定
を追加し、解析結果が妥当であるかを確認する。 
 
４．研究成果 
(1)冠動脈血行再建の費用対効果評価ならびに必
要な基盤データ整備 
虚血性心疾患に対する薬物治療、カテーテル治療
（FFR ガイドの有無）、冠動脈バイパス術のネット
ワークメタアナリシスを行い、International 
Heart Journal に掲載した。 
右図：FFR ガイド PCI の治療効果を CABG、薬物治
療、非 FFR ガイド PCI と比較を行った。 
費用対効果評価の際に、臨床効果を正確に推定す
ることは極めて重要である。ネットワークメタア
ナリシスを行うことで、治療効果を多面的に検討することができた。 
 
透析患者に対する薬剤溶出性バルーン（DCB）の費用対効果分析に
向けて、 DCB の臨床効果につき後ろ向き研究を行い、
International Heart Journal に掲載した。薬物溶出性バルーン
は透析患者に対しては効果が乏しいことが判明した（右図）。非透
析患者に対して DCB は有効である一方、透析患者では DCB の有効
でなかった。費用対効果を検討する際に、治療効果が最も重要で
あるため、対象患者に対する治療効果の情報は貴重である。 
 
安定狭心症および急性冠症候群に対する PCI
の費用対効果評価を行い、Circulation 
Jounal に掲載した。急性心筋梗塞に対する
PCI の費用対効果は良好である一方で、狭心
症に対する PCI の費用対効果は、ボーダーラ
インであった（右図）。急性心筋梗塞では PCI
の治療効果が大きいことが良好な費用対効
果につながった。パラメーターの不確実性を
考慮した解析やさまざまなシナリオ分析に
おいても、急性心筋梗塞に対する PCI の費用
対効果は良好であった。一方で狭心症に対す
る PCI は予後改善効果が少なく、QOL 改善に
とどまるため、費用対効果がボーダーラインとなった（右図）。PCI は循環器領域で広く実施さ



れている手技であり、その費用対効果
評価を行ったことは、日本の臨床現場
に費用対効果の考えを広めるうえで
重要であった。本研究の内容は、心血
管インターベンション学会総会のシ
ンポジウムでも発表を行い、循環器学
会員に対して広く啓蒙活動を行った。 
 
 
 
（２）肺血栓塞栓症に対するバルーン
拡張術の費用対効果評価に必要なデ
ータ整備 
慢性肺血栓塞栓症患者に対するバルーン拡張術（BPA）の費用対効
果分析を行うために、BPA 前後の QOL を評価し、Journal of 
Cardiology に掲載した。右図のように BPA による QOL 改善の程度
を評価した。また、慢性肺血栓塞栓症患者に対する BPA の治療効果
を外科手術（血栓内膜摘除術）と比較し、Journal of Cardiology
に掲載した。BPA の治療効果を EQ5D に評価した報告はこれまでな
く、外科手術と比較した BPA の治療効果もこれまで報告されてい
ない。BPA の費用対効果評価を行うために重要なデータを整備し
た。 
 
その他、医学のあゆみに費用対効果論文の論文を掲載し、臨床医
に対して費用対効果分析の啓蒙活動を行った。 
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